
資料７

平成１９年度みなぎる輸出活力誘発委託事業（野菜及び

果実輸出促進）海外調査内容について

社団法人 農協流通研究所

１．目的

主要輸出先国における競合国との競争状況、流通事情、消費者嗜好、マスメディア等の

実態等を把握する。

２．海外調査先候補

台湾、香港、シンガポール、タイ、UAE(アラブ首長国連邦)５カ国(地域)について

海外調査を実施する。

調査対象先は、現地のスーパーマーケット・百貨店、専門小売店及び輸入会社、流通

関係企業、マスメディア企業など

３．調査内容

・日本産農産物の流通ルート、主要販売先・店舗、品質・表示方法

・競合国との競争状況、品種・品質・時期・価格差

・現地で求められている日本産品の品目、品質、価格帯及び現地の嗜好

・ながいも、いちご、なし、柿・りんご、メロンなど主要品目の輸出可能量、新たな品

目の可能性

・競合国の広報状況（マークなど）、有効なマスメディア（新聞広告、ポスター、TV
など）活用方法

４．実施日時、コース

時期：１９年１０月～１２月

コース：①台湾コース（常設店－太平洋宗光百貨店、台北市微風広場、パークンショッ

プ、ウエルカムなど）

②香港コース（常設店－西田西友、シティスーパーなど）

③シンガポール・タイコース（常設店－伊勢丹スコッツ店など）

④ UAEコース(アラブ首長国連邦) 常設店など
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